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１．はじめに

　「キャンプ砂防」は，砂防を専攻する大学生等に，
国土交通省の砂防関係機関における砂防調査や工
事の現場体験・実習，中山間地域での生活体験等
の場を提供することにより，砂防に対する学習意
欲の喚起と高い職業意識を育成するとともに砂防
に対する理解を深め，土砂災害防止に関する意識
を向上させることを目的として，平成８年度

（1996年度）より実施しています。この「キャン
プ砂防」という名称は，元国連難民高等弁務官・
緒方貞子さんの提唱で始まった，難民援助の現場
を実際に体験する青年向けの研修プログラムであ
る「キャンプ・サダコ」にちなんで命名されたも
のです。
　「キャンプ砂防」は1996年度の開始以来，年に
１回開催しており，これまでに約2,300名の学生
が参加しています。2020年度・2021年度は新型コ
ロナウイルス感染拡大の影響でやむを得ず中止し
たものの，2022年度より再開しました。そこで本
稿では，今年開催した「キャンプ砂防2023」につ
いて報告します。

２．「キャンプ砂防2023」の概要

　平成８年度の初開催から数えて26回目の開催と
なる「キャンプ砂防2023」は，大学等の夏季休暇
期間中の本年８月上旬から９月中旬にかけて，北
海道から鹿児島県まで全国20箇所の直轄砂防関係

事務所で実施されました。2023年度は，天候にも
恵まれて予定通り開催することができ，全国の大
学１年生から大学院１年生までの学生56名（男性
36名・女性20名）が参加しました（表－１）。
　各事務所においては，各地域の特色を反映させ
た独自のテーマを設定しており，砂防工事・調査
の現場実習や砂防に関する知識の習得のほか，参
加学生に砂防と地域のつながりを理解してもらう
ために中山間地域の自然・文化の学習，地場産業
の作業体験，地域の方々との意見交換や災害体験
談を聴く場を設けるなど，幅広いカリキュラムで
実施しました（表－２）。

３．「キャンプ砂防2023」の実施状況

　各事務所における「キャンプ砂防2023」の実施
状況を示します（写真－１～９）。
　様々な現場において調査，施工，維持管理等の
実作業を学ぶ実習，過去に災害を経験した地元住
民の方からの災害体験講話や地場産業の作業体験
等，多彩な実習が行われました。
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表－１　「キャンプ砂防2023」参加者の学年構成

区分 学年 男性 女性 計

大学

１年 1 2 3
２年 5 5 10
３年 18 10 28
４年 7 1 8

大学院
１年 5 2 7
２年 0 0 0

計 36 20 56
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表－２　「キャンプ砂防2023」実施内容

地整 実施事務所
実施時期 実施内容

開始 ～ 終了 実施テーマ 実施概要

北海
道

苫小牧砂防
海岸事務所

８月28日～９月１日
人々のくらしと北海道
経済の大動脈を守る火
山砂防事業を学ぶ

樽前山火山砂防事業で実施している砂防関連調
査，砂防施設工事での見学・体験等を通じて火
山噴火に起因する土砂災害への備えについて学ぶ。
また，平成30年９月に発生した北海道胆振東部
地震により被災した厚真川流域の砂防事業につ
いて，現場での見学・体験等を通じて，砂防事
業について学ぶ。

東北
新庄河川事
務所

９月４日～９月８日

キャンプ砂防2023 in
月山～現場体験，地域
学習等を通じ『砂防事
業と地域の暮らし』を
知る～

砂防事業・地すべり事業の現場体験（コンクリ
ート打設・ICT 施工，若手・女性技術者との対
談等），UAV による砂防施設遠隔点検や操作体
験，地すべり観測体験，地域学習等。

関東
日光砂防事
務所

８月21日～８月25日

キャンプ砂防2023 in
日光「もうひとつの日
光　～雄大な自然に隠
された災害の歴史～」

日光の歴史や風土を学ぶとともに，土砂災害か
ら日光を守るために続けられている砂防事業の
変遷と対策工法等について学ぶ。また，管内各
流域における崩壊地対策・土石流対策等の工事
現場等で現地体験を行う。

関東
富士川砂防
事務所

８月28日～９月１日

土砂流出の著しい富士
川流域の暮らしを守る
南アルプスの砂防を学
ぶ

高山が連なる南アルプスの成り立ちと糸魚川 -
静岡構造線の関係，構造線の影響による脆弱な
地質から産出される膨大な土砂の状況の現地調査，
砂防事業の歴史と最新の取り組みに関する講義
等を通して自然災害の猛威と砂防事業の効果に
ついて学ぶ。

北陸
松本砂防事
務所

８月21日～８月25日
山岳観光リゾート地域
における課題と砂防事
業の役割について学ぶ

北アルプスは日本有数の山岳景勝地として，国
内外から多くの観光客が訪れるエリアである。
この地域における自然環境・景観・観光客・地
元（生活）に，防災という観点から砂防事業が
果たす役割を，現地調査や現場体験等を通じて
学ぶことにより，砂防事業の意義，今後のあり
方について考える。

北陸
湯沢砂防事
務所

８月７日～８月10日 土砂災害のふりかえり

中越地震から復興への歩み，斜面崩壊後の対応，
講話（（例）地元有識者からの話題提供），実務
体験（（例）現場パトロール，工事進捗確認，
ドローン操作，生態系調査）等。

北陸
神通川水系
砂防事務所

８月21日～８月25日

キャンプ砂防2023 in
奥飛騨
奥飛騨の大自然に触れ，
山間地での体験学習を
通して砂防を学ぶ

奥飛騨の大自然のなか地域産業（観光）と密接
に結びついた砂防事業（ハード・ソフト両面）
について体験学習する（砂防工事作業体験，施
設点検作業体験，自然環境調査体験，地場産業
体験など）。
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地整 実施事務所
実施時期 実施内容

開始 ～ 終了 実施テーマ 実施概要

中部
越美山系砂
防事務所

８月21日～８月25日
キャンプ砂防2023 in
越美「揖斐川上流域の
砂防を体験しよう」

越美山系砂防事務所の地域特性，砂防事業，
DX 先進事例を学ぶ。

中部
静岡河川事
務所

８月21日～８月25日

キャンプ砂防2023 in
安倍川・狩野川
「砂防事業でまもるも
の」

砂防事業管内（安倍川・狩野川）視察，土砂災
害の歴史・地域の文化等の学習，工事現場見学。

中部
沼津河川国
道事務所

中部
天竜川上流
河川事務所

８月21日～８月25日

南アルプスと中央アル
プスに育まれた南信州
の自然に触れながら，
砂防について学習する

事業概要講義，工事現場見学及び体験，砂防・
地すべり施設見学，伊那谷地形現地踏査等。

近畿
紀伊山系砂
防事務所

８月21日～８月25日
大規模災害からの復興
の軌跡と砂防事業の将
来像を描いて

平成23年紀伊半島大水害からの復興の経緯及び
新たな技術を活用した砂防事業の将来像につい
て学ぶ。紀伊半島の地形，歴史，文化にも触れ，
地域とともにある砂防事業についての理解を深
めることを目的とする。

中国
倉吉河川国
道事務所

８月21日～８月25日
キャンプ砂防2023　in 
大山「砂防事業を見て，
聞いて，考える」

天神川流域の現地調査（渓流調査），砂防施設
点検等。

中国
日野川河川
事務所

大山源頭部崩壊地調査，砂防環境調査，砂防現
場実習等。

四国
四国山地砂
防事務所

９月11日～９月15日
中山間地域の実情と砂
防の役割を学ぶ！

中山間地域での生活体験・地域交流，霧石渓谷
トレッキング，土石流模型実験実習，地すべり
調査体験，砂防・地すべり工事現場見学等。

九州
宮崎河川国
道事務所

８月21日～８月25日

霧島山系の砂防事業に
ついて

新燃岳噴火後の対策について，現場見学や地元
の体験談を聞くことで，火山噴火対応の砂防事
業を学ぶ。

九州
大隅河川国
道事務所

火山との共生をめざし
て

桜島の火山活動の現状，砂防工事における土石
流及び噴火災害に対する安全対策，NPO 法人
の活動を通じて桜島との共生等について，講演
及び工事現場の体験を通じて桜島の火山砂防事
業を知ってもらう。

九州
阿蘇砂防事
務所

８月21日～８月25日

阿蘇の復興事業とカル
デラの土砂対策につい
て

事業概要説明，パネル説明，現場視察，体験等
（現場施工・火山噴火時の緊急調査）。

九州
川辺川ダム
砂防事務所

川辺川の砂防と現場体
験学習

事業概要説明，砂防現場見学，施工管理体験，
最新型レーザー距離計を用いた土砂災害時の緊
急調査訓練，住民談話等。

九州
長崎河川国
道事務所

雲仙普賢岳災害からの
復興と火山との共生を
考える

砂防現場（無人化施工技術）・災害遺構見学，
噴火災害と復興・ジオパークに関する講義等。

276 07 報告 v1514 木.indd   3276 07 報告 v1514 木.indd   3 2023/11/27   13:17:132023/11/27   13:17:13



砂防と治水〈第276号〉令和5.12.20 　  　

4

充実していて，実際の仕事の雰囲気を感じられ
た」「事務所職員のほか，地元首長，建設コンサ
ルタント，ゼネコンなど様々な方々と交流できて
良かった」「厳しい砂防の現場環境で ICT 技術や
無人化施工が駆使されている様子を見学・体験で
きて有意義だった」などの感想が聞かれました。

４．おわりに

　「キャンプ砂防」は，砂防の現場見学や就業体験，
中山間地域での生活体験など様々な体験を通じて，
大学の講義だけでは分かりづらい砂防の意義・役
割を学べる貴重な機会です。私自身も約10年前に
先生の後押しをきっかけに参加し，現地で見た堆
積土砂の想像を遥かに超えるスケール感をよく覚
えています。今後とも，各地域の特徴を活かしな

　また，「キャンプ砂防2023」の終了時には，参
加した学生へアンケート調査を実施しました。図
－１～３は，アンケート調査結果の抜粋です。
　参加のきっかけは，８割が先生からの紹介でし
た（図－１）。大学の先生方のお力添えは非常に
ありがたく，重要であることが分かります。
　参加前の砂防事業への理解度は，「全く理解し
ていなかった」が近年の約３倍に上りました（図
－２）。今回は大学１，２年生の参加者が多く

（表－１），大学の研究室以外でも周知いただいた
おかげと推測しています。
　カリキュラムについては，約９割の学生が「満
足」と回答しており，充実した内容を提供できた
ものと考えています（図－３）。参加した学生か
らは，「座学だけでなく，現場に足を運ぶ機会が

写真－１　 降灰量調査の体験（苫小
牧砂防海岸事務所）

写真－４　 砂防施設UAV点検の体験
（神通川水系砂防事務所）

写真－７　 砂防堰堤新設現場の見学
（日野川河川事務所）

写真－８　 地すべり対策現場の見学
（四国山地砂防事務所）

写真－９　 無人化施工の体験（長崎
河川国道事務所）

写真－５　 砂防堰堤改築現場の見学
（静岡河川事務所）

写真－６　 大規模崩壊対策現場の見
学（紀伊山系砂防事務所）

写真－２　 排水トンネル現場の見学
（新庄河川事務所）

写真－３　 女性技術者との懇談（富
士川砂防事務所）
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がら充実した内容を企画することで，多くの学生
に「キャンプ砂防」へ参加いただくことを期待し
ています。
　最後になりましたが，「キャンプ砂防2023」が
無事に開催できたことに，ご協力頂いた各大学の
先生方及び関係機関の多くの皆様に深く御礼申し
上げます。引き続き，「キャンプ砂防」へご支援
賜りますようお願い申し上げます。

図－１　キャンプ砂防を何で知ったか

図－２　参加するまでの砂防事業に対する理解度

図－３　カリキュラム内容について
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